
会社にひそむ「ムダ作業」を見つけよう！
～DXやAI推進前に知りたい効率化のヒケツ～

■研修のねらい・背景

仕事は日々忙しさを増します。そこでDXやAIを推進して業務を楽にしようと奮闘するも楽に
ならない。それどころか、逆に忙しさが増したようにも感じてしまいます。ソリューションあ
りきでは成果を出すのは難しい！そこで、職場に眠っている役目を終えた「ムダ作業」を見つ
けて改善するテクニックをお伝えします。明日からすぐに始められるDXの一歩です。
。
■期待される効果

DX推進や業務改善における社内抵抗への理解が深まり、具体的な対処法を習得できます。こ
れにより、変革を推進するリーダーシップが向上し、プロジェクトの成功率が高まります。さ
らに、社内の協力体制が強化され、DXや業務改善の環境が整い、より効果的な変革が期待で
きます。

■研修プログラム（例）

１．DX デジタル改革について
・DXで大切なこと
・DXの考え方

２．DX推進における勘違い
・デジタルシフトやDXを知る
・考え方や進め方の違い
・DXまでのステップ

３．勘違いされがちな改善策
・ブルックスの法則
・パーキンソンの第一法則
・ITソリューションありきでDX（業務変革）や業務改善を考える
・運用（定着）のステップが無視される

４．普段の仕事からムダを見つける
・DX推進の「気づき」も見えるようにしておこう
・解決策の考え方フレームワーク
・DX推進の「気づき」も見えるようにしておこう
・属人化の甘い罠

５．両輪「変革（DX）」と「改善」をまわすプロジェクトの進め方
・失敗するプロジェクトもある
・課題一覧を使って課題を洗い出す
・業務改善・変革（DX）推進方法
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